
 

 

 上 越 看 護 専 門 学 校  学 則  

 

第 １ 章  総  則  

 （ 目 的 ）  

第 １ 条  本 校 は 、 学 校 教 育 法 （ 昭 和 22年 法 律 第 26号 ） 及 び 保 健 師 助 産 師 看 護 師

法 （ 昭 和 23年 法 律 第 203号 ）に 基 づ き 、看 護 師 と し て 必 要 な 知 識 ・ 技 術 ・ 態 度

を 教 授 す る と 共 に 、 人 間 と し て 豊 か な 感 性 を 培 い 、 生 命 を 尊 重 し 、 自 律 し た

行 動 が と れ 社 会 に 貢 献 で き る 看 護 師 を 育 成 す る こ と を 目 的 と す る 。  

 

 （ 名 称 ）  

第 ２ 条  本 校 は 、 上 越 看 護 専 門 学 校 と 称 す る 。  

 

 （ 所 在 地 ）  

第 ３ 条  本 校 の 位 置 は 、 新 潟 県 上 越 市 大 潟 区 犀 潟 517番 １ と す る 。  

 

 （ 課 程 及 び 学 科 ）  

第 ４ 条  本 校 は 、 専 修 学 校 の 医 療 専 門 課 程 と し 、 看 護 学 科 ３ 年 課 程 を 置 く 。  

 

 （ 定 員 ）  

第 ５ 条  本 校 の 入 学 定 員 及 び 総 定 員 は 、 次 の と お り と す る 。  

        入 学 定 員       ４ ０ 名  

        総 定 員       １ ２ ０ 名  

 

 （ 修 業 年 限 及 び 在 学 年 限 ）  

第 ６ 条  本 校 は 、 修 学 年 限 を ３ 年 と す る 。  

２  卒 業 ま で の 在 学 年 限 は 、 ６ 年 を 超 え て 在 学 す る こ と は で き な い 。  

 

 

第２ 章  学 年 、 学 期 及 び 休 業 日  

 （ 学 年 ）  

第 ７ 条  本 校 の 学 年 は 、 ４ 月 １ 日 に 始 ま り 翌 年 ３ 月 31日 に 終 わ る 。  

 

 （ 学 期 ）  

第 ８ 条  本 校 の 学 年 を 、 次 の ２ 学 期 に 分 け る 。  

 (1) 前 期  ４ 月 １ 日 か ら ９ 月 30日 ま で  

 (2) 後 期  10月 １ 日 か ら 翌 年 ３ 月 31日 ま で  

 

 （ 休 業 日 ）  

第 ９ 条  休 業 日 は 次 の と お り と す る 。 た だ し 、 校 長 が 特 に 必 要 が あ る と 認 め る

と き は 休 業 日 を 変 更 す る こ と が で き る 。  

 (1) 土 曜 日 及 び 日 曜 日  

 (2) 国 民 の 祝 日 に 関 す る 法 律 （ 昭 和 23年 法 律 第 178号 ） に 規 定 す る 休 日  

 (3) 創立記念日   ５月２日 

 (4) 夏 期 休 業     ５ 週 間  

 (5) 冬 期 休 業    ２ 週 間  

 (6) 春 期 休 業    ３ 週 間  

 



 

 

第３ 章  教 育 課 程  

 （ 学 科 目 及 び 授 業 単 位 数 ）  

第 10条  本 校 の 学 科 目 及 び 授 業 単 位 数 は 、 別 表 の と お り と す る 。  

２  各 授 業 科 目 の 単 位 数 は 、 １ 単 位 の 授 業 科 目 を 45時 間 の 学 修 を 必 要 と す る 内

容 を も っ て 構 成 す る こ と を 標 準 と し 、 授 業 の 方 法 に 応 じ 、 当 該 授 業 に よ る 教

育 効 果 、 授 業 時 間 外 に 必 要 な 学 修 等 を 考 慮 し て 、 次 の 時 間 を も っ て １ 単 位 と

す る 。  

 (1)  講 義 及 び 演 習  15時 間 か ら 30時 間  

 (2)  実 習 (臨 地 実 習 含 む )及 び 実 技  30時 間 か ら 45時 間  

 

 （ 学 修 及 び 成 績 の 評 価 ）  

第 11条  学 修 の 評 価 は 、 履 修 し た 所 定 の 授 業 科 目 に お い て 実 施 す る 試 験 の 成 績

又 は 実 習 評 価 の 成 績 に 基 づ き 評 価 す る 。  

２  成 績 評 価 の 表 示 は Ｓ 、 Ａ 、 Ｂ 、 Ｃ 又 は Ｄ と し 、 合 格 は Ｓ 、 Ａ 、 Ｂ 又 は Ｃ と

し 、 Ｄ は 不 合 格 と す る 。  

３  成 績 表 示 の 区 分 は 、 90点 以 上 を Ｓ 、 80点 以 上 を Ａ 、 79点 か ら 70点 を Ｂ 、 69

点 か ら 60点 を Ｃ 、 59点 以 下 を Ｄ と す る 。  

４  そ の 他 成 績 評 価 に 関 す る 事 項 は 、 履 修 に 関 す る 規 定 に 定 め る 。  

 

 （ 補 習 教 育 、 補 習 実 習 、 再 試 験 等 ）  

第 12条  定 め ら れ た 期 日 に 科 目 試 験 を 受 け ら れ な か っ た 者 、 各 科 目 に お け る 出

席 時 間 数 が ３ 分 の ２ に 満 た な い 者 又 は 科 目 試 験 若 し く は 実 習 評 価 が 合 格 に 達

し な か っ た 者 に 対 し て 、 そ れ ぞ れ 追 試 験 、 補 習 教 育 若 し く は 補 習 実 習 又 は 再

試 験 若 し く は 再 実 習 を 行 う こ と が で き る こ と と し 、 そ の 詳 細 は 履 修 に 関 す る

規 程 に 定 め る 。  

 

 （ 単 位 の 認 定 ）  

第 13条  単 位 修 得 の 認 定 は 第 11条 第 ２ 項 の 合 格 者 に 対 し て 校 長 が 行 う 。  

 

 （ 大 学 、 他 の 学 校 養 成 所 等 で 修 得 し た 単 位 の 認 定 及 び 履 修 科 目 の 免 除 ）  

第 14条  放 送 大 学 や そ の 他 の 大 学 若 し く は 高 等 専 門 学 校 又 は 以 下 の 資 格 に 係 る

学 校 若 し く は 養 成 所 で 、 保 健 師 助 産 師 看 護 師 養 成 所 指 定 規 則 （ 昭 和 26年 文 部

省 ・ 厚 生 省 令 第 １ 号 、 以 下 「 指 定 規 則 」 と い う 。 ） 別 表 ３ に 規 定 さ れ て い る

教 育 内 容 と 同 一 内 容 の 科 目 を 履 修 し た 者 の 単 位 の 認 定 に つ い て は 、 本 人 か ら

の 申 請 に 基 づ き 個 々 の 既 修 の 学 習 内 容 を 評 価 し 、 本 校 に お け る 教 育 内 容 に 相

当 す る も の と 認 め ら れ た 場 合 に は 、 総 取 得 単 位 数 の ２ 分 の １ を 超 え な い 範 囲

で 本 校 に お け る 履 修 に 替 え る こ と が で き る 。  

   ・ 歯 科 衛 生 士 ・ 診 療 放 射 線 技 師 ・ 臨 床 検 査 技 師 ・ 理 学 療 法 士  

      ・ 作 業 療 法 士 ・ 視 能 訓 練 士 ・ 臨 床 工 学 技 士 ・ 義 肢 装 具 士  

      ・ 救 急 救 命 士 ・ 言 語 聴 覚 士  

  な お 、 指 定 規 則 別 表 ３ 備 考 ２ に か か わ ら ず 、 社 会 福 祉 士 及 び 介 護 福 祉 士 法

（ 昭 和 62年 法 律 第 30号 ） 第 40条 第 ２ 号 の 規 定 に 該 当 す る 者 で 本 校 に 入 学 し た

者 の 単 位 の 認 定 に つ い て は 、 社 会 福 祉 士 及 び 介 護 福 祉 士 法 施 行 規 則 等 の 一 部

を 改 正 す る 省 令 （ 平 成 20年 厚 生 労 働 省 令 第 42号 ） に よ る 改 正 前 の 社 会 福 祉 士

介 護 福 祉 士 学 校 養 成 施 設 指 定 規 則 （ 昭 和 62年 厚 生 省 令 第 50号 ） 別 表 第 ４ に 定

め る 基 礎 分 野 又 は 社 会 福 祉 士 介 護 福 祉 士 養 成 施 設 指 定 規 則 別 表 第 ４ 若 し く は

社 会 福 祉 士 介 護 福 祉 士 学 校 指 定 規 則（ 平 成 20年 文 部 科 学 省・厚 生 労 働 省 令 第 2



 

 

号 ） 別 表 第 ４ に 定 め る 「 人 間 と 社 会 」 の 領 域 に 限 り 本 人 か ら の 申 請 に 基 づ き

個 々 の 既 修 の 学 習 内 容 を 評 価 し 、 本 校 に お け る 教 育 内 容 に 相 当 す る も の と 認

め ら れ る 場 合 に は 、 別 表 の 基 礎 分 野 の 履 修 に 替 え る こ と が で き る 。  

２  前 項 の 単 位 の 認 定 及 び 履 修 科 目 の 免 除 は 、教 員 会 議 の 議 を 経 て 校 長 が 行 う 。 

３  単 位 の 認 定 に 係 る 基 準 は 、 別 に 定 め る 。  

 

 

第４ 章  入 学 資 格 及 び 入 学 者 の 選 抜  

 （ 入 学 資 格 ）  

第 15条  本 校 に 入 学 す る こ と が で き る 者 は 、 学 校 教 育 法 第 90条 第 １ 項 に 該 当 す

る 者 で 、 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 者 と す る 。  

 (1) 高 等 学 校 又 は 中 等 教 育 学 校 を 卒 業 し た 者  

 (2) 通 常 の 課 程 に よ る 12年 の 学 校 教 育 を 修 了 し た 者  

 ( 3 )  外 国 に お い て 学 校 教 育 に お け る 12年 の 課 程 を 修 了 し た 者 又 は こ れ に 準 ず

る 者 で 文 部 科 学 大 臣 の 指 定 し た も の  

 ( 4 )  文 部 科 学 大 臣 が 高 等 学 校 の 課 程 と 同 等 の 課 程 を 有 す る も の と し て 認 定 し

た 在 外 教 育 施 設 の 当 該 課 程 を 修 了 し た 者  

 ( 5 )  専 修 学 校 の 高 等 課 程 （ 修 業 年 限 が ３ 年 以 上 で あ る こ と 、 そ の 他 文 部 科 学

大 臣 が 定 め る 基 準 を 満 た す も の に 限 る 。 ） で 文 部 科 学 大 臣 が 別 に 指 定 す る

も の を 文 部 科 学 大 臣 が 定 め る 日 以 後 に 修 了 し た 者  

 (6) 文 部 科 学 大 臣 の 指 定 し た 者  

 ( 7 )  高 等 学 校 卒 業 程 度 認 定 試 験 規 則 （ 平 成 17年 文 部 科 学 省 令 第 １ 号 ） に よ る

高 等 学 校 卒 業 程 度 認 定 試 験 に 合 格 し た 者 （ 廃 止 前 の 大 学 入 学 資 格 検 定 規 定

（ 昭 和 2 6年 文 部 省 令 第 1 3号 ） に よ る 大 学 入 学 資 格 検 定 に 合 格 し た 者 を 含

む 。 ）  

 ( 8 )  校 長 が 、 別 に 定 め る 個 別 の 入 学 資 格 審 査 に よ り 、 高 等 学 校 を 卒 業 し た 者

と 同 等 以 上 の 学 力 が あ る と 認 め た 者 で 、 18歳 に 達 し た も の 。  

２  そ の 他 入 学 資 格 に 関 す る 事 項 は 、 入 学 試 験 に 関 す る 規 程 に 定 め る 。  

 

 （ 入 学 の 出 願 ）  

第 16条  本 校 に 入 学 を 志 願 す る 者 （ 以 下 「 入 学 志 願 者 」 と い う 。 ） は 指 定 の 期

日 ま で に 第 29条 第 １ 項 第 １ 号 に 定 め る 入 学 検 定 料 を 添 え 、 次 の 書 類 を 提 出 し

な け れ ば な ら な い 。  

 (1) 入 学 願 書 （ 様 式 第 １ 号 ）  

 (2) 高 等 学 校 卒 業 証 明 書 等 大 学 に 入 学 す る こ と が で き る こ と を 証 す る 書 類  

 (3) 調 査 書 又 は 成 績 証 明 書  

 

 （ 入 学 者 の 選 考 ）  

第 17条  入 学 志 願 者 に つ い て は 、 試 験 を 行 い 、 そ の 結 果 を 総 合 的 に 判 定 し 、 入

学 者 選 考 会 議 の 議 を 経 て 校 長 が 合 格 者 を 決 定 す る 。  

２  そ の 他 入 学 試 験 に 関 す る 事 項 は 、 別 に 定 め る 。  

 

 （ 入 学 手 続 き 及 び 入 学 許 可 ）  

第 18条  前 条 第 １ 項 の 選 考 結 果 に 基 づ き 、 合 格 の 通 知 を 受 け た 者 は 、 指 定 の 期

日 ま で に 保 証 人 ２ 名 連 署 の 誓 約 書 （ 様 式 第 ２ 号 ） を 提 出 す る と と も に 、 第 29

条 第 １ 項 に 定 め る 入 学 金 及 び 学 費 を 納 入 し な け れ ば な ら な い 。  

２  校 長 は 、 前 項 の 手 続 き を 完 了 し た 者 に つ い て 入 学 を 許 可 す る 。  



 

 

第５ 章  再 入 学 、 転 ・ 編 入 学 ・ 転 学 、 休 学 、 復 学 、 退 学 及 び 除 籍  

 （ 再 入 学 ）  

第 19条  本 校 を 退 学 し た 者 で 、 本 校 に 再 入 学 を 志 願 す る 者 が あ る 場 合 、 校 長 は

定 員 の 範 囲 内 で 入 学 者 選 考 会 議 の 議 を 経 て 、 相 当 の 学 年 次 に 入 学 日 を 指 定 し

て 入 学 を 許 可 す る こ と が で き る 。  

２  そ の 他 再 入 学 に 関 す る 事 項 は 、 別 に 定 め る 。  

 

 （ 転 ・ 編 入 学 ・ 転 学 ）  

第 20条  本 校 に 転 入 学 を 志 願 す る 者 又 は 他 の 看 護 師 養 成 施 設 に 在 籍 し て い た 者

で 本 校 に 編 入 学 を 志 願 す る 者 が あ る 場 合 、 校 長 は 学 力 等 を 査 定 し 、 定 員 の 範

囲 内 で 入 学 者 選 考 会 議 の 議 を 経 て 、 相 当 の 学 年 次 に 入 学 日 を 指 定 し て 入 学 を

許 可 す る こ と が で き る 。  

２  本 校 か ら 他 の 学 校 へ 転 学 し よ う と す る 者 は 、保 証 人 連 署 の 転 学 願 (様 式 第 １

７ 号 )を 提 出 し 、 校 長 の 許 可 を 受 け な け れ ば な ら な い 。  

３  そ の 他 転 入 学 ・ 編 入 学 及 び 転 学 に 関 す る 事 項 は 、 別 に 定 め る 。  

 

 （ 休 学 ）  

第 21条  病 気 及 び そ の 他 特 別 の 事 由 に よ り 休 学 し よ う と す る 場 合 は 、 保 証 人 連

署 の 休 学 願 （ 様 式 第 ３ 号 ） を 提 出 し 、 校 長 の 許 可 を 得 な け れ ば な ら な い 。  

２  病 気 の た め 引 き 続 き １ か 月 以 上 就 学 不 能 の 場 合 は 医 師 の 診 断 書 を 添 付 す る 。 

３  前 項 の 休 学 期 間 は １ 年 を 超 え る こ と が で き な い 。 た だ し 、 特 別 な 事 由 が あ

る 場 合 は 、引 き 続 き 更 に １ 年 に 限 り 校 長 の 許 可 を 得 て 延 長 す る こ と が で き る 。 

４  休 学 期 間 は 在 学 年 限 に は 算 入 し な い 。  

 

 （ 復 学 ）  

第 22条  休 学 を し た 学 生 が 復 学 を し よ う と す る 場 合 は 、保 証 人 連 署 の 復 学 願（ 様

 式 第 ４ 号 ） を 提 出 し 、 校 長 の 許 可 を 得 な け れ ば な ら な い 。  

２  病 気 の た め 休 学 し た 場 合 は 、 医 師 の 診 断 書 を 添 付 す る 。  

 

 （ 退 学 ）  

第 23条  学 生 が や む を え な い 事 由 に よ り 退 学 し よ う と す る 場 合 は 、 保 証 人 連 署

の 退 学 願 （ 様 式 第 ５ 号 ） を 提 出 し 、 校 長 の 許 可 を 得 な け れ ば な ら な い 。  

２  校 長 は 、 次 の 各 号 の 一 に 該 当 す る 者 に 対 し 、 職 員 会 議 の 議 を 経 て 退 学 を 命

ず る こ と が で き る 。  

 (1)  学 業 を 怠 り 成 業 の 見 込 み が な い と 認 め ら れ る 者  

 (2)  正 当 な 理 由 な く 引 き 続 き １ 月 以 上 欠 席 し た 者  

 (3)  学 校 の 秩 序 を 乱 す 等 学 生 の 本 分 に 反 す る と 認 め ら れ る 者  

 ( 4 )  正 当 な 理 由 が な く 授 業 料 そ の 他 の 納 入 金 を ３ 月 以 上 滞 納 し 、 か つ 督 促 を

受 け て も 納 入 し な い 者  

 

 （ 除 籍 ）  

第 24条  学 生 は 次 の 各 号 の 一 に 該 当 す る 場 合 は 、 教 員 会 議 の 議 を 経 て 校 長 が 除

籍 す る 。  

 (1)  在 学 年 限 が ６ 年 を 超 え る 時  

 (2)  行 方 不 明 と な っ た 者  

 ( 3 )  第 21条 第 ４ 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 休 学 期 間 を 含 め 入 学 か ら ８ 年 を 経 過

し た 者  



 

 

第６ 章  卒 業 等  

 （ 卒 業 の 認 定 ）  

第 25条  本 校 に ３ 年 以 上 在 学 し 、 第 10条 第 １ 項 に 規 定 す る 単 位 を 修 得 し た 者 に

つ い て 、 校 長 は 卒 業 認 定 会 議 の 議 を 経 て 、 卒 業 を 認 定 す る 。  

２  卒 業 時 に 修 了 す べ き 単 位 を 取 得 し な い 者 は 、 卒 業 延 期 と し 、 単 位 を 取 得 し

た 時 期 に 卒 業 を 認 定 す る 。  

３  欠 席 日 数 が 出 席 す べ き 日 数 の ３ 分 の １ を 超 え る 者 に つ い て は 、 原 則 と し て

卒 業 を 認 め な い 。  

４  校 長 は 、 卒 業 を 認 定 し た 者 に 対 し 、 卒 業 証 書 (様 式 第 ６ 号 )を 授 与 す る 。  

 

 （ 称 号 の 授 与 ）  

第 26条  本 校 所 定 の 教 育 課 程 を 修 了 し た 者 に は 、 専 門 士 （ 医 療 専 門 課 程 ） の 称

号 を 授 与 (様 式 第 ７ 号 )す る 。  

 

 

第７ 章  表 彰 及 び 懲 戒  

 （ 表 彰 ）  

第 27条  校 長 は 、 次 の 各 号 の 一 に 該 当 す る 者 に つ い て 、 教 員 会 議 の 議 を 経 て 表

彰 す る こ と が で き る 。  

 (1) 学 業 、 人 物 と も に 優 秀 で 、 他 の 学 生 の 模 範 と な る 者  

 (2) 善 行 が あ っ て 、 他 の 学 生 の 模 範 と な る 者  

２  そ の 他 表 彰 に 関 す る 事 項 は 、 学 生 の 賞 罰 に 関 す る 規 程 に 定 め る 。  

 

 （ 懲 戒 ）  

第 28条   校 長 は 、本 校 の 規 則 に 違 反 し 、又 は 学 生 と し て の 本 分 に 反 す る 行 為 を

 し た 者 が あ る 場 合 は 、 教 員 会 議 の 議 を 経 て 懲 戒 す る 。  

２  懲 戒 は 、 訓 告 、 停 学 及 び 第 23条 第 ２ 項 に 定 め る 退 学 と す る 。  

３  そ の 他 懲 戒 に 関 す る 事 項 は 、 学 生 の 賞 罰 に 関 す る 規 程 に 定 め る 。  

 

 

第８ 章  入 学 料 及 び 授 業 料 等  

 （ 納 入 金 及 び 納 入 の 時 期 ）  

第 29条  本 校 の 授 業 料 、施 設 設 備 費 並 び に 演 習 実 習 費 （ 以 下「 学 費 」 と い う 。 ）

及 び 入 学 検 定 料 並 び に 入 学 料 に つ い て は 、 次 の と お り と す る 。  

 (1) 入 学 検 定 料     20,000円  

 (2) 入 学 金        200,000円  

 (3) 授 業 料        650,000円 （ 年 間 ）  

 (4) 施 設 整 備 費   150,000円 （ 年 間 ）  

 (5) 演 習 実 習 費    160,000円 （ 年 間 ）  

２  学 費 は 校 長 の 指 定 す る 期 日 ま で に 納 入 し な け れ ば な ら な い 。  

３  学 費 、 そ の 他 の 納 入 金 に 関 す る 事 項 に つ い て は 別 に 定 め る 。  

 

 （ 授 業 料 の 徴 収 ）  

第 30条  授 業 料 は 、 次 の ２ 期 に 分 け て 、 年 額 の ２ 分 の １ に 相 当 す る 額 を 徴 収 す

る 。 た だ し 、 前 期 に つ い て は 、 第 18条 第 １ 項 に 規 定 す る 者 は 除 く 。  

 前 期 （ ４ 月 か ら ９ 月 ま で の 分 ）    納 期  ４ 月 １ 日 か ら ４ 月 30日 ま で  

 後 期 （ 10月 か ら 翌 年 ３ 月 ま で の 分 ）  納 期  10月 １ 日 か ら 10月 31日 ま で  



 

 

 （ 休 学 、 復 学 、 停 学 、 退 学 の 場 合 の 学 費 の 取 扱 い ）  

第 31条  休 学 を 許 可 さ れ 又 は 休 学 を 命 ぜ ら れ た 者 は 、 休 学 し た 月 の 翌 月 か ら 復

学 し た 月 の 前 月 ま で の 授 業 料 を 免 除 す る 。  

２  復 学 し た 者 で 第 １ 項 の 免 除 さ れ た 授 業 料 を 充 当 し て も な お 不 足 す る 場 合 は 、

 復 学 し た 月 か ら 当 該 期 末 ま で の 授 業 料 を 復 学 し た 月 に 納 入 す る 。  

３  学 生 が 、 退 学 を 許 可 さ れ 又 は 退 学 を 命 ぜ ら れ た 場 合 に お い て も 、 そ の 期 の

学 費 は 納 入 し な け れ ば な ら な い 。  

４  学 生 が 停 学 を 命 ぜ ら れ た 場 合 に お い て も 、 そ の 期 間 中 の 学 費 は 納 入 し な け

れ ば な ら な い 。  

 

 （ 納 入 金 の 返 還 ）  

第 32条  既 に 納 入 し た 学 費 及 び 入 学 金 は 、 返 還 し な い 。 た だ し 、 ３ 月 31日 ま で

に 入 学 を 辞 退 し た 者 に 係 る 学 費 及 び 病 気 、 家 庭 の 事 情 な ど に よ り 自 主 退 学 し

た 者 で 、 退 学 し た 月 の 翌 月 分 以 降 に 係 る 授 業 料 に つ い て 、 や む を 得 な い 事 情

が あ る と 校 長 が 認 め る 場 合 は 返 還 す る 。  

 

 （ 授 業 料 の 特 例 ）  

第 33条  校 長 は 、 経 済 的 理 由 に よ り 学 費 を 納 入 す る こ と が 困 難 で あ る と 認 め ら

れ 、 か つ 、 学 業 が 優 秀 で あ る と 認 め ら れ る 者 そ の 他 や む を 得 な い 事 情 が あ る

と 認 め ら れ る 者 に 係 る 学 費 の 延 納 又 は 分 納 を 認 め る こ と が で き る 。  

 

 （ 納 入 金 の 滞 納 処 理 ）  

第 34条  学 生 が 納 入 金 を 正 当 な 理 由 な し に 滞 納 し た 場 合 は 、 本 人 の 授 業 を 停 止

し 、 保 証 人 か ら 徴 収 す る こ と が あ る 。  

 

 

第９ 章  図 書 室  

 （ 図 書 室 ）  

第 35条  本 校 は 、 図 書 資 料 及 び 視 聴 覚 教 材 を 利 用 し 、 学 習 、 研 究 効 果 を あ げ る

た め 図 書 室 を 置 く 。  

２  図 書 室 の 管 理 に 関 す る 事 項 に つ い て は 、 別 に 定 め る 。  

 

 

第 10章  健 康 管 理  

 （ 健 康 管 理 ）  

第 36条  校 長 は 、 学 生 の 健 康 保 持 増 進 を は か り 、 看 護 教 育 の 円 滑 な 実 施 を 図 る

た め 学 校 保 健 安 全 法（ 昭 和 33年 法 律 第 56号 ）第 １ ３ 条 第 １ 項 の 規 定 に 基 づ き 、

定 期 健 康 診 断 を 年 １ 回 以 上 実 施 す る 。  

２  校 長 は 、 学 校 保 健 安 全 法 第 19条 に 基 づ く 出 席 停 止 措 置 を 講 ず る こ と が で き

る 。  

３  健 康 管 理 は 、 健 康 診 断 及 び 健 康 管 理 に つ い て の 規 程 に 定 め る 。  

 

 

 

 

 

 



 

 

第 11章  教 職 員  

 （ 職 員 及 び 役 割 ）  

第 37条  本 校 に 次 の 教 職 員 を 置 く 。  

  校 長  １ 名  

  副 校 長  １ 名  

  専 任 教 員  ８ 名 以 上  

   教 務 主 任  １ 名  

   実 習 調 整 者  １ 名 以 上  

   専 任 教 員  ６ 名 以 上  

  講 師    15名 以 上  

  事 務 長  １ 名  

  事 務 職 員  ２ 名 以 上 (う ち 教 務 事 務  １ 名 )  

  図 書 司 書  １ 名  

  実 習 指 導 教 員  ３ 名 以 上  

  健 康 管 理 医  １ 名  

  カ ウ ン セ ラ ー  １ 名  

２  校 長 は 、 本 校 を 代 表 し 、 校 務 を 掌 握 し 、 職 員 を 指 揮 監 督 す る 。  

３  副 校 長 は 、 校 長 を 補 佐 し 、 校 長 事 故 あ る 時 は そ の 職 務 を 代 行 す る 。  

４  教 務 主 任 は 副 校 長 を 補 佐 し 、 主 に 教 育 課 程 の 企 画 調 整 、 学 生 の 教 育 、 専 任

教 員 の 指 導 を 行 う 。  

５  専 任 教 員 は 、 上 司 の 指 揮 監 督 の 下 に 、 学 生 の 教 育 指 導 並 び に 研 究 に 関 す る

こ と を 行 う 。  

６  事 務 長 は 、 学 校 運 営 に 関 す る 事 務 監 督 及 び 事 務 員 の 統 率 と 監 督 を 行 う 。  

７  そ の 他 教 職 員 の 業 務 分 掌 に 関 す る 事 項 は 、 別 に 定 め る 。  

 

 

第 12章  運 営 会 議 ・ そ の 他  

 （ 会 議 の 種 類 及 び 目 的 ）  

第 38条  学 校 運 営 の 円 滑 化 を 図 る た め 次 の 各 号 の 会 議 を 置 く 。  

 (1) 運 営 会 議  

 (2) 職 員 会 議  

 (3) 教 員 会 議  

 (4) 講 師 会 議  

 (5) 臨 地 実 習 指 導 者 会 議  

 (6) 入 学 者 選 考 会 議  

 (7) 卒 業 認 定 会 議  

２  前 項 の 会 議 に お い て は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 事 項 に つ い て 、 審 議 又 は 協 議 す

る 。  

 (1) 運 営 会 議 は 、 学 校 運 営 全 般 の 円 滑 化 を 図 る た め 協 議 及 び 決 議 を 行 う 。  

 (2) 職 員 会 議 は 、 学 校 業 務 の 円 滑 化 並 び に 学 校 職 員 相 互 の 連 絡 調 整 を 図 る 。  

 (3) 教 員 会 議 は 、本 校 の 教 育 内 容 、教 育 方 法 及 び 学 生 指 導 に つ い て 協 議 す る 。  

 ( 4 )  講 師 会 議 は 、 講 師 及 び 専 任 教 員 の 各 担 当 教 科 の 教 授 に 関 し 連 絡 、 調 整 事

項 に つ い て 協 議 す る 。  

 ( 5 )  臨 地 実 習 指 導 者 会 議 は 、 学 生 の 臨 地 実 習 を よ り 効 果 的 に 行 う た め 実 習 病

院 と の 連 絡 、 調 整 事 項 に つ い て 協 議 す る 。  

 (6) 入 学 者 選 考 会 議 は 、 入 学 者 の 選 考 等 を 審 議 す る 。  

 (7) 卒 業 認 定 会 議 は 卒 業 の 認 定 に 関 し て 審 議 す る 。  



 

 

３  そ の 他 会 議 に 関 す る 事 項 は 、 別 に 定 め る 。  

 

 

第 13章  自 己 点 検  

 （ 自 己 点 検 ）  

第 39条   本 校 は ､そ の 教 育 の 一 層 の 充 実 を 図 り ､本 校 の 目 的 及 び 社 会 的 使 命 を

達 成 す る た め ､本 校 の 教 育 活 動 等 の 状 況 に つ い て 自 ら 点 検 し 評 価 を 行 う 。点 検

及 び 評 価 の 内 容 は 別 に 定 め る 。  

 

 

第 14章  学 則 の 改 廃  

 （ 学 則 の 改 廃 ）  

第 40条  こ の 学 則 の 改 廃 は 、 運 営 会 議 の 議 を 経 て 校 長 が 決 定 し 、 学 校 法 人 悠 久

崇 徳 学 園 理 事 会 の 承 認 を 得 る 。  

 

 

第 1５ 章  補 則  

 （ 補 則 ）  

第 41条  本 学 則 の 施 行 に 関 し て 必 要 な 細 則 は 校 長 が 別 に 定 め る 。  

 （ 附 則 ）  

附  則  こ の 学 則 は 、 看 護 師 養 成 所 指 定 認 可 の 日 か ら 施 行 す る 。  

附  則  １  こ の 学 則 は 、 平 成 ２ １ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

    ２  平 成 ２ １ 年 ３ 月 ３ １ 日 現 在 本 校 に 在 学 し て い る 者 に つ い て は 、  

な お 、 従 前 の 例 に よ る 。  

附  則  こ の 学 則 は 、 平 成 ２ ２ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

附  則  １  こ の 学 則 は 、 令 和 ４ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

２  令 和 4年 ３ 月 ３ １ 日 現 在 本 校 に 在 学 し て い る 者 に つ い て は 、 な お 、  

従 前 の 例 に よ る 。  


